
イムが長い等の憤

気接点材料に要求される特性は，基材の物理特性に加え，接触抵抗が長期に渡り安定していること，

半田接続性に優れること，摺動抵抗が小さいことが主で，本報では，環境試験前後の接触抵抗と半田

付け性，及び，摩擦係数を，AuCoめっき，Agめっき，Niめっき，Snめっきと比較した。

1）Niめっきの表面に厚さ0.05 µm以上のPdめっきを施した材料は，今回のAuCoめっきやAgめ

っき等との比較特性評価で満足しうる結果が得られ，電気接点部品に有効であることが分かっ

た。

2）Pdめっきは，AuCoめっきに比べて半田付け性が，Agめっきに比べて耐硫化性と摺動特性が，

Snめっきに比べて耐大気酸化性と摺動特性が，Niめっきに比べて接触抵抗，耐食性，半田付け

性，摺動特性が優れており，バランスがとれた電気接点であることがわかる。

3）Pdめっきの表面にフラッシュAuめっきを施すことにより，半田付け性が向上する。










